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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，n次元ユークリッド空間帥内の滑らかでコンパクトな境界をもつ外部領域におけ

る一階対称偏微分作用系（以下「一階対称系」という。）に対する境界値問題から導かれる自己

共役作用素Hのスペクトルに関する研究と，対応する定常波動伝播問題の解を一意的に選出する

極隈吸収の原理を確立したものである。

　著者はまず，外部領域における自乗可積分関数のつくるヒルベルト空間において一階対称系の

境界値問題を考え，対応する対称作用素が一意的に自己共役作用素遭に拡張される為の最も一般

的と考えられる次の仮定を置く。（i）一階対称系の係数の聞の関係式で表わされる形式的自己

共役性，（i1）境界条件の最小保存性，云い換えれば境界値空間の最大保存性。次に，解の広義

可微分性を保証する為通常用いられるCOerCiVeneSSを仮定する。また一階対称系の係数の領域

の無隈遠における挙動については減少度の非常に緩やかな長距離型の仮定を置いている。そして

Mo岨reが全空聞帥におけるポテンシャル散乱を記述するSchrodi㎎er作用素に対するスペク

トル間題の研究に用いた作用素論的方法を適用する為に，境界の形状に次の制限を加える。同

じ境界をもつ内部コンパクト領域（障害物と見傲すことができる。）が星型となる。これらの仮

定のもとに，本論文で最も重要かつ基本的で著者のOrigina1ityである，外部領域の上記境界の

形状に関係したd11atati㎝groupとその生成作用素Aを構成する。Mourreの方法はある自己共
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役作用素Hに対しc㎝jugate　operatcrと呼ばれる自己共役作用素Aを見出し，HとAの交換子i〔H，

A〕＝i（煎一亜）の自己共役拡張作用素i〔貢，五〕0がある意味で正値性をもつことを利用す

るものである。境界のある外部問題では，Mo岨reの全空間㌍の場合と異なり，HとAの交換

子は自乗可積分関数のつくるヒルベルト空間のある部分空問に制限するとき閉対称作用素i〔H，

A〕o＝H＋Kに一致すことしかいえず，Aおよび特にKが複雑な式となる。しかし，H＋Kが

Hと同一の境界条件に従う作用素として定義できることを用い，式の変形を行い，注意深く論証

をすすめ，困難を克服し，著者は次の結果を得た。

　主要定理　一一階対称系に対する外部境界値問題から導かれる上記の自己共役作用素Hに対し，

次の（i）および（ii）が成立する。

　（1）Hの0でない固有値は，有限な重複度をもち，離散的で可能な集積点はOと±∞のみで

ある。

　　（i1）zを実数でない複素数とし，HのレゾルベントをR（・）：（H一・）■1で表わす。

λ／Oが固有値でない実数のとき，1／2＜α≦1とし，

　　　　R（λ±iO）→i㎜盈（λ±ik）

　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　k　o

が重みのあるヒルベルト空間の聞の有界作用素として，作用素ノルムの収束の意味で存在し，R

（λ士i　O）は指数（α一去）／（α十去）のヘルダー連続性をもつ。これから極限吸収の原理

が従う。

審　　査　　の　　要　　旨

　ポテンシャル散乱や，本論文のような障害物散乱，あるいは帥における変数係数の微分作用

素（系）に対応する自己共役作用素が存在するとき，そのスペクトル問題の研究の伝統的な方法

は領域の無限遠においてHとかなり近い定数係数の微分作用素（系）に対応する自己共役作用素

H。がある場合を考え，H。の摂動として扱うものである。全空聞酬あるいは外部領域における

一階対称系のスペクトル問題の研究も同様で，Hoに対応するグリーン関数即ちH6のレゾルベ

ント艮o（z）＝（Rr　z）一1の核関数をG（x，z）とするとき，G（x；λ±i　O）のlx一

→∞での漸近挙動を調べ放射条件を見出し，これを利用する。その際，定常位相の方法を用いる

為，定数係数の作用素の特性方程式の根のつくる代数曲面に強い幾何学的条件を仮定しなければ

ならない。帥における一階対称系のスペクトル問題は，近年ポテンシャル散乱のスペクトル問

題の研究に用いられた肪ssの方法や，Mo鮒eの作用素論的方法を応用し，これらの仮定が緩

められ，また係数の無限遠での収束の速さ（HのHoへの近さを表わすものと考えられる。）も

緩やかな長距離型が取り扱われるようになった。
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　一方外部問題では従来の結果は一階対称系はある有界領域の外では定数係数の作用素に一致す

るとの強い仮定がなされ，また代数曲面には強い幾何学的条件が課されている。

　著者は境界の形状に関係したdi1atati㎝gro叩とconj㎎ate　operatorを見出し，Mourreの方法

を始めて境界値問題に適用し，従来の結果を一新することにより国際的に注目される成果を得，こ

の分野の研究に著しい貢献をした。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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